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カモメフアン KAM-LVl 302 D 


取扱説明書-保証書 




このたびは、当社製品をお買い上げいただき 
まして、誠にありびとうございまず。正しくご 
使用いただくために必ずこの取扱説明書をよく 
お読みください。なお、お読みにな5れたあと 
もいつでも見5れるように大切に保巧してくだ 
さい。 

※本機はお客様組み立て商品となっています。 



ま全上のごミち意 . P 1 〜 P 2 

各部のを称とはた5き . P 3 

組み立てかた . P 4 〜 P 日 

正しい使いかた . P 巨〜 P 1 1 

お手入れと保存 . P 1 吕〜 P 13 

修理.ヴービスを依頼ずる前に . P 13 

長期使用製品ま全表示制度に基づぐ本体表示について••’ P 14 

アフターヴービスについて . 裏表紙 

保証書 . 裏表紙 



電 源 

DC 24 V 専用 AC アダプター（付属） 

消費電力 

約 ]4 W ( AC アダプター使用時） 

AC アダプター〕ード長さ 

約1 .8 m 

外形寸法 

約幅38.已 X 奥行き 28.0 X 高さ日日.已巳 m (中間ポール取外時） 

101 .0 cm (中間ポール取付時） 

貨 里 

約 4.3 kg (本体のみ. AC アダプター含まず） 


• 仕様等は改善•改良のため、予告なく変更することびあります。 

♦ この製品を使巧でさるのは曰本国内のみで、海外では使巧でをません。 


(This unit can not be used in Toreign countries as designed for Japan only.) 

口ほ式ち社 FO ツジわ 




































まを上のごま意 


♦ご巧巧になる前に、この r まを上のごを意 J をよ<お読みの5え、正し<お巧い<ださい。 
♦ここに巧したま意ま頂はままに巧ずる重大な内容を記載していますので、化ずすって<ださい。 
•お読みになつたあとは、おほいになる方びいつでを見 S れるところに、化ず巧巧して<ださい。 


A 警告 

誤った取り扱いをずると、人が死 t ： または重傷を負ラ可能性び想定される内容を示しまず。 

A ミ主意 

誤った取り扱いをずると、人び傷害を負ラ可能性及び物の損害の発生び想定される内容を示し 
まず。 

(物的損害とは、家屋■家財•家畜-ぺット等にかかわる拡大損害を示しまず。） 


図記号の意味と例 


( S ) 

〇は、「してはいけないこと」を意味していまず。具体的な禁止内容は、 （ S の中や近くに絵や 
文章で示していまず。 庙図の場合は、 r 巧お禁止」を示しまず。） 

参 

•は「必ずずること J を意味していまず。具体的な強制内容は、参の中や近くに給や文章で示 
していまず。 （ち図の場合は. rAC アダプターをコンセントか6抜くこと」を示しまず。） 



0 

禁止 


交流1 00 V 1 U がでは使用しなし、。 

火が•感電の原因になります。 


付属の AC アダプターけがは使用 
しない。 

火災噫量けびの原因になります。 


製品の組み立てや取りはずし、お 
手入れの際は、 AC アダプターを 
差し込まない。 

感電•けび•火災の原因になります。 


電源コードを傷つけたり、破損した 
り、加工したり、無理に曲げたり、 
弓 b 張ったり、ねじったり、たばねた 
0、重いちのを乗せたり、挟み込ん 
だ0しない。 

火災•感電の原因になります。 


羽根やガードを取り付けずに運転 
をしない。 

けび•故障の原因になります。 


電源コードや AC アダプターが傷 
んだり、コンセントの差し込みがゆ 
るいとさは使用しない。 

感電 •ショート •発火の原因になりま 
す。 


0 

禁止 


0 

使用禁止 


〇 

指示 


子供だけで使わせた0、幼巧の手 
の届くところでは使わない。 

けび•感電の原因になります。 


本体のずき間にピンや針金などの 
金属物等、異物を入れない。 

感電•けびの原因になります。 


異常時にげ臭い、発煙など）は 
AC アダプターを巧を、使用を停 
止ずる。 

火災•感電の原因になります。 


AC アダプターはコンセントの舆 
までしっかり差し込む。 

感電•ショート•発乂の原因になりま 
す。 


AC アダプターの巧および巧の取 
0付け面にホコリび付着している 
場合はふをとる。 

ホコ U び付着したまま AC アダプ 
ターを差し込むと、ショー h 火災の 
原因にな0ます。 


お手入れ後や組み立ての際、羽根 
やガードをしっかりと固定する。 

締めつけび不十分だったり、正しく 
組み立てられていないと、けび•故 
障の原因になります。 


运 

プラグを巧く 

使用しないときは、必ず AC アダプ 
夕一をコンセントか5抜く。 

絶縁祟化による感電•漏電•乂災の 
原因になります。 

お手入れの際は、ま全のため AC 
アダプターをコンセントか5巧<。 

感電•乂が•けびの原因になること 
びあ0ます。 

分辭禁止 

分解しない。また、修理技術者 
がの人は修理しない。 

火災•感電•けびの原因になります。 
修理は販売店またはドウシシト 
サービスセンター(裏表紙参照)に 
ご相談 < ださい。 

(§> 

めれ手禁止 

めれた 手で、 AC アダプターを巧 
を差ししない。 

感電の原因にな0ます。 

(§) 

水めれ禁止 

水につけたり、水をかけたりしてめ 
5さない。 

ショー h 感電の原因になります。 
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A 注意 


o 

指示 

AC アダプターを巧くとさは電源 
コードを持たずに必ず AC アダプ 
ターをちって引き抜く。 

感電•ショート•電ミ原コードの断線の 
原因になることびあります。 

0 

禁止 

ガードの中やモーター部に指など 
を入れない。 

けびの原因になることびあります。 

0 

禁止 

:夕のよラなところでは使わない。 
♦レンジなど炎の近く 
•弓1火性のガスがあるところ 
♦雨や水しぶきがかかるところ 

変色•変お•炎の立ち消え•火が•感 
電の原因になることびあります。 


風をからだに、長い時間続けてあ 
てない。 

健康を害することびあります。 

不を定な場所で使わない。 

けび•故障の原因になることびあり 
ます。 

お手入れの際は住宅用洗剤•シン 
ナー•ベンジン•アルコール•磨き紛 
などを使わない。 

変色•変形•感電•故障の原因になり 

ベースを引さず5ない。 


髪をガードに近づけずぎない。 


9 〇 

禁止 

床び傷つく原因になることびあり 


髪び巻さ化まれ、けびをする恐れ 


首ふ0動作中の扇風機を無理に正 


か具 0 


びあ0ます。 


面に向けない。 






破損•故障•異音などの原因になる 






ことびあります。 
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各部の名祿とはた 3 を 


動作表巧部 

選択されている設定をお知らせします 

風 量 表示インジケーター 



切タイマーランプ 


リモコンリズム/ 

受光部おやずみ風ランプ 


本巧操作部 



r0 

- る W ® 


留 

感 ~ ④ 


⑥ 送信部 

本体の I 」モコン受光 
部に向けてご使用く 
ださい。 


(4) 感 


①む 電源ボタン 

運転を開始/停止します。 

⑧ 一首ふりボタン 

首ふり運転を開始/停止し 
ます。 

③ 吉風 量 調節つまみ（本体） 

/ボタン（リモコン） 

運転中の風量を調節しま 
す。 

④ ©切タイマーボタン 

切タイマーの時間を設定し 
ます。 

⑥ なリズム/おやずみ風ボタン 

U ズム/おやすみ風機能 
の切り替えをします。 



DC プラグ DC ジャックケーブルフック 



羽根 


前ガード 
U ング 


センターバッジ 
(ア□マケース） 


リモコン受光部 


リモコン収納部 




















































































本体べース部 .] 個 AC アタプター 


本体ファン部（ア□マケース取付済） .] 個 

羽根取付用スピンナー（モーター軸に取付済）….]個 

保護チューブ（モーター軸に取付済） .] 個 

中間 ポール .] 個 

羽根 . 1個 


U モコン本体（本体ベース部に取付済） 
コインあリチウム電池に R202 已)'…… 

交換用フェルト . 

取扱説明書（保証書含む） . 


※お買い上げの際、製品の箱に入っていた包装部巧は、シーズン終了後、製品を収納ずるときに必要でず 
ので捨てないでください。 


、警告 


羽根やガードを取り付けずに運転をしない。 


心ち意 


ガードや羽根をしっかりと固定してか SAC アダプターをコンセントに差し込む。 
羽根のエッジ等でけびをしないよう、十分にミち意ずる。 


1.本体ベース部と中間ポール、本体 
ファン部を取り付ける 

中間ポールの有無で高さを2段階に設定ずる 
ことびでさまず。 

■高くずる場合 

①本体ベース部を安定した水平な場所に設置 
する。 

③本体ベース部に中間ポールを取り付ける。 

③中間ポールに本体ファン部を取り付ける。 
※③③時、中間ポール-本体ファン部の取り 
付け向さにを意ずる。 

■ほくする場合 

田本体ベース部を安定した水平な場所に設置 
する。 

回本体ベース部に本体ファン部を取0付ける。 

《本体ファン部の取り付け向きにを意ずる。 
※高さを低くずる場合は、中間ポールは使用し 
ません。大切に保をしておいてください。 
※本体ファン部•中間ポールを取りはずずときは、 
背面の□ックボタンを押して取りはずしまず。 

接合部は、すを間のないよラに、しっか 
りと接合ずる。 

么ミ主意 軽く引っ張って、はずれないことを確認して 
ください。をちんと取り付けられていない 
と、運転せず、転倒•故障の原因となります。 


《接合 部拡大 図》 S 


※□ックボタン 
側び後面にな 
ります。 

□ックボタン 


棒と穴の太さをお認して、 
2本の棒を同時に差し込み 
まず。 


を面 



おくする場合 

高さ約66.已 cm 


局くする場合 

高さ約] 0] .0cm 


組み立てかた 


捆包部品一質 

お買い上げ後、同捆の部品を確認してください。 


固固固臣臣 
1113 1 
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組み立てかた（つづを) 


2. 前ガードをはずして羽根を取り付ける 

①前ガードを取りはずず 

前ガードを左に回して、手前に引いて取0 
なホしまず。 


⑨ 羽根取付用スピンナーを取りはずず 

羽根取付用スピンナーをちに回して取りは 
ずしまず。 

※羽根取付用スピンナーびかたくて回しゴ 
らいとさは、保護チューブを反巧の手で 
押さえなびら羽根取付用スピンナーを回 
して < ださい。 

③ 保護チューブをはずず 

※保護チューブはシーズンオフに収納ずる 
とさ、モーター軸のサビ防止として使用 
しますので、大切に保をして<ださい。 


④ 羽根をモーター軸にはめ&む 

※羽根のピン固定部とモーター軸根元のピン 
を合わせ取り付ける。 

⑥ 羽根取付用スピンナーを取り付ける 

羽根取付用スピンナーの巧をモーター軸の先 
端に合わせまず。羽根を巧さえ、羽根取付用 
スピンナーを左に回して羽根を締め付けてく 
ださい。 


⑥前ガードを取り付ける 

後ガードにある4力所の凹部に、前ガードの 
凸部（表面にマークあり）を合わせて巧し 
込み、止まるまでちに回してください。 



前ガード 


巧護チューブ 


U ング 



3. AC アダプターを取り付ける 

AC アダプターの DC プラグを、本体ベース部の 
ラしろの DC ジャックに差し込んでくださし、取り 
付けたあと、簡単にはずれないよラに、必ず電源 
コードを本体べース部のケーブルフックにかけて 
おいてください。 



A 警告 


AC アダプターの 電源 コードは、必ず本体べース部のケーブルフックにかける。 

ケーブルフックにかけないと、 DC プラグびはずれやすくなり、火災•事故-故障の原因になります。 


已 






































正しい使いかた 


使用前の準備 


1. 本体を安定した水平な場所に設置する 

本体び正しく組み立てられていることを確認 
して < ださい。 

2. リモコンに電池を入れる 
リモコンの取 D はずし/収納 

U モコンを本体から取りはずずときは、 

①本体ベース左の U モコン収納部、矢印の U 
モコン本体部分をカチッと音びずるまで巧 
すと、1」モコンび飛び出しまず。 

⑨ U モコンを持って弓 I き出しまず。 

U モコンを収納ずるときは、 

③ U モコン収納部にカチッと音びずるまで U 
モコンを差し込みまず。 

※リモコンは操作表示面を上にして、送信 
部から差し&んでください。 



電池を入れる 

下記の手順で付属の電池（コイン形リチウム 
電池 CR202 已）を入れてください。 

①電池ボックスを引さ出しまず。 

※操作表示面を下にして、吟矢印部に指を 
引っ掛けて引き出しまず。 

⑨+と一の向きをミ主意して、電池を入れまず。 

《+プラス側を上にして入れて < ださい。 

③電池ボックスを差しこみまず。 

《カチッと音びずるまで巧し込んでください。 

-電池の寿命を長<するため、長時間使 
わないとをは電池を取りはずす。 

-電池の破裂や液ちれを防ぐため、货台 
な!'正し、入れる0 

-電池の充電•シヨート•分解-火への 
投入-加熱などはしない。 

• 万一、液ちれが起こったとをは、よく 
ふき取ってから新しい電池を入れる D 


3. AC アダプターをコンセントに差し 
込む 

※ピッと音びしまず。 



使用可能節囲 

-本体正面から直線で約已 m 
-本体正面から左ちに約30度 

- U モコンと本体の間に障害物びある場合は、 U モコ 
ンび正常に動作しないことびあります。 


巨 












正しい使いかた（つづを) 


y モコン 



Q 

0 @~ ® 


め 愈 

①む電源ボタン 

運転を開始/停止します。 

③一首ふりボタン 

首面 D 運転を開始/停止します。 

③ 吉風量調節つまみ（本体）/ボタン（リモコン） 

運転中の風量を調節します。 

④ ©切タイマーボタン 

切タイマーの時間を設定します。 

⑤ なリズム/おやずみ風ボタン 

U ズム/おやすみ風機能の切り替えをします。 


動作表巧部 

選択されている設定をお知らせします 

風量表示インジケーター 



リモコンリズム/ 

受光部おやずみ風ランプ 

⑧ 送信部 

本体の U モコン受光部に向けてご使用ください。 


運拓を閲始/停止する 


1. 運転を開始する 

-本体または U モコンの [の 電源ボタン]を巧ず 
と、運転を開始しまず。 

•通常の使用時にはメモ U —機能により、前回 
停止時の風量で運転を開始しまず。 

- AC アダプターをコンセントに差し込んでか 
ら最初に本体または U モコンの [の 電源ボタ 
ン]を巧したときには、最も弱い風量で運転 
を開始します。 


2. 風量を調節する 

運転中に本体の [ S 風量調節つまみ]を回す、ま 
たは U モコンの [ S 風量調節ボタン]を押ずと無 
段階で風量調節できます。 

※風量表示インジケーターが左ちに変化し、 
現在設定されている風量を表示します。 


广 \ 

風量表示インジケーター 



[風量を強 < 調節ずる] 

[ S 風量調節つまみ]をちに回すまたは 
[ S 風量調節ボタン]の▲を押す 


[風量を弱 < 調節ずる] 

[ S 風量調節つまみ]を左に回すまたは 
[ S 風量調節ボタン]の▼を押す^ I 
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广 ^ 

風量調節つまみ 風量調節ボタン 



弱風 


《 U モコンで風量調節をする場合、[—風量調節ボタン] 
(▲または ▼) を押し続けても、風量を調節でさます。 


































































3. リズム/おやすみ風機能を作動させる 

運転中に本体または U モコンの[もリズム/おや 
すみ風ボタン]を押ずと機能び切り誓わります。 

《設定された U ズム/おやすみ風ランプげ点 
口します。 

I ~►青色ランプ点灯 - ►オレンジ色ランプ 点灯一！ 

( リズム風） （おやずみ風） 

I- ランプ消灯 4-1 

(解除） 


U ズム/おやすみ風機能について 

リズム風（青色ランプが点な） 

風量に強弱をつけ、自然な風を再現します。 

本体の[—風量調節つまみ]またはリモコンの[—風量 
調節ボタン]で風量ノ巧ーンが変化します。 

おやすみ風（オレンジ色ランプび点!打） 

風量に強弱をつけ、自然な風を再現します。 

本体の[—風量調節つまみ]または U モコンの [吉風 
量調節ボタン]で調節した風量に合わせて、風量バ 
ターンび変化します。 

ミ 古 

<—實曼 Ml ——じ户 Ml ——弓重 Ml —> 

(強風時）強リズム風^中リズム風^弱リズム風 
と時間ととちに変化します。 

(中風時）中リズム風^謂 U ズム風と時間ととち 
に変化します。 

(弱風時）弱リズム風と同じです。 

V _ J 


4. 首ふり運転を開始/停止する 

運転中に本体または U モコンの [ W 首ふりボタ 
ン]を巧ずと、首ふ0運転を開始しまず。をラ 
一度巧すと首ふり運転を停止しまず。 

手動で向さを変え5れまず。 

変えられる向きは、左ち各3段、 ] 段] 0度 
で、合計日□度でず。 


A ミち意 


• 首ふり動作中に無理に向きを変えない。 
•ま全のため電源を切り、運おを停止さ 
せた状態で向きを変える。 

無理に向をを変えると破損-故障■異 
音などの原因になることびあります。 


r 








• ベースより上び動いて首ふ 
0運転をしまず。 

• 手動で向さを変えるとさは、 
中間ポールまたは本体 ファ 
ン部の下を持って向さをか 
えるよラにしてください。 


(本体フアン部の下) 


中間ポール 
























正しい使いかた（つづを) 


己.切タイマー（時間）を設定する 

運転中に本体または1」モコンの [© 切タイマー 
ボタン]を巧ずと、切タイマーランプび点灯し、 
切タイマーび設定されまず。切タイマーは最 
長8時間まで設定でさまず。 

※切タイマーをキャンセルずるには、本体ま 
たは U モコンの [© 切タイマーボタン]を切 
タイマーランプび消なずるまで、何度か巧 
します。 

6. 運転を停止する 

運転中に本体または U モコンの [の 電源ボタン] 
を巧すと、運転を停止します。 

切り忘れ防止機能 

本体または U モコンを最後に操作してか612時間経 
過ずると、運転び自動のに停止しまず。_ 

7. AC アダプターをコンセントか目巧く 


f \ 

切タイマーランプについて 

切タイマーランプは、本体またはリモコンの 
[©切タイマーボタン]を巧ずごとに下のよラ 
に切0替わ0まず。 

—— ►1 H - ► 2 H - ► 4 H - 

(1 時間） （2 時間） （4 時間） 

- 消口 ^- 8 H ^ - 

(切タイマー解除） （8 時間） 

切タイマーを設定したのち、時間の経過とと 
ちに切タイマーランプび移り変わり、切タイ 
マーび働<までの時間を表おします。 

8 H - ► 4 H - ► 2 H -1 

(8 時間） （4 時間） に時間） 

牌。 < - 1 H < -1 

(運乾停止） （1 時間） 

V_/ 


A 警告 


使用後は[む電源ボタン]を巧して電源 
を切り、 AC アダプターをコンセントか6 
巧く。 

火が-故障の原因になります。 



• AC アダプターびコンセントに差し&まれていると、マイコンなどの消費電力により操作部の一部 
び温かくなりまず。 

長時間ご使用にならないとさは、節電のためにも AC アダプターをコンセントから抜いてください。 

•運転中に、停電や AC アダプターび抜けた場合は、すべての設定び解除され、運転び停止しまず。 

始めから操作をやり直してください。 


角度の調節 

U ングを支え、前ガードの上部または下部を巧し 
て、ゆっくり上下に動かしまず。 

調節角度は、上向さ日0度、下向さ30度でず。 

I ままのため電源を切り、羽根の回転を止 
A めてか 6 調節してください。 

無理に動かすとけびや破損、故障の原因 
になることびあります。 


持ち運び 

移動するとさは、本体ベース部-中間ポール • 本体 
ファン部びしっかり取り付けられているのを確認して 
から、必ず取っ手を持って移動してください。 


U ング 


U ング 





A ミち意 


角度や高さ調節、持ち運びの際は、接合 
部や本体下の巧動部などに指をはさまな 
いよラ十分ま意ずる。 
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ア□マオイルの使いかた 

1. 前ガードにセットされているセンター 
バッジ （ ア□マケース）をはずす 

①⑨：センターバッジ（ア□マケース）を左に 
回して、手前に引いてはずしまず。 



2. センターバッジ(ア□マケース)にセツ 
卜されているフェルトにア□マオイル 
を染み込ませる 


センターバッジ（ア□マケース）にフェルト 
びセツトされていることを確認してください。 


市販のア□マオイルまたはエッセンシャルオ 
イルを、外側にこぼれないよラを意しなび日 
2 ~ 3滴フェルトに染み込ませまず。 



• ア□マオイルまたはエッセンシャルオ 
イルをセンターバッジ（ア□マケース） 
のフェルト収納部か6あふれるまで入 
れずざない。 

• ア□マオイルまたはエッセンシャルオイ 
ルびセンターバッジ （ ア□マケース）や 
フェルトカバーの州則に付着した場合は 
必ずな:を取る。 

• センターバッジ（ア□マケース）やフェ 
ルトカバーのが側にア□マオイルまたは 
エッセンシャルオイルげ付着した状態で 
セットしない。 

• 本製品専用のフェルト lim は使用しなし、。 

本体の破損-故障の原因になります。 



迁元の位置にセンターバッジ （ ア□マケー 
ス） を取り付ける 

手順]と逆の順番で取り付けます。ちに回して 
セットします。 

4. 運転を開始する 

7ページの「運転を開始/停止ずる」の手順 
に従い運転を開始して<ださい。ア□マの香 
りを含んだ風をお楽しみいただけまず。 
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正しい使いかた（つづを) 


フェルトの交換 

※フェルトびちれてさた場合や違ラ種類のア□マ 
オイルまたはエッセンシャルオイルを使巧ずる 
場合は、フェルトを交換してください。 

※フェルトの交換の際は、ち図のよラにフェルト 
カバーを左にまわしてはずしまず。その後、フェ 
ルトを取りはずし、フェルトを交換しまず。 

※フェルトは必ず図のよラに、のの下になるよラにセッ 
卜してください。パッキンびセットされていること 
を確認し（必ずセットしてください）、フェルトカバー 
をちにまねしてセットしてください。 

※フェルトはご購入時にセンターバッジ（ア□マ 
ケース）にセットされているちのじ(外に3枚付 
属していまず。フェルトは洗って再使用ずるこ 
とびでさません。 

※フェルトはセンターバッジ（ア□マケース）の 
フェルト収納部ののの下になるよラにセットし 
て < ださい。 

センターバッジ（ア□マケース）は中性洗剤な 
どで洗い、水気をよくおさ取ってから、手順] 
〜3に従ってセットしてください。 

※交換巧のフェルト AF - FS ] は別売していまず。 
4枚セット已2已円（税込み）お買上げの販売 
店へお問い合わせください。 


ア□マオイル-エッセンシャルオイルなどについて 

-がに近づけないでください。 

-モ供の手の届かない場所に保存して<ださい。 

-巧服などに付着した場合は、大量の水で洗い流した 
後、自然乾燥させて<ださい。乾燥機は使用しない 
でください。発火する恐れびあります。 

-手に付着したとさは、直ちに手を洗ってください。 

-取り扱いについては、アロマオイル.エッセンシヤ 
ルオイルに付属の取扱説明書をご覧ください。 



フェルトはセンターバッジ 
(ア□マケース）のフェル 
卜収納部か S 浮を•はみだ 
しびないように m の下に 
なるよラにセットしてくだ 
さい。 


フエ J レト 


センターバッジ 
(ア□マケース） 




フェルトカバー •m 


て、センタ—バッジ(ア□マケ_ 

蚊 A スぃ m 

フェルトカバー装着時は、 
フェルトカバーのまわりにあ 
るのを、センターバッジ（ア 
□マケース）の内側にある 
m よりち下に巧し込み、ち 
に回してセンターバッジ（ア 
□マケース）にはめ込んで 
ください。 












お手入れと保巧 


A 警告 


お手入れの際は、必ず AC アダプターをコンセントか 5 巧く。 

感電•火災-けびの原因にな0ます。 


お願い 

•住宅用洗剤やシンナー、ベンジン、アルコール、 
磨さ粉などは絶対に使わないでください。 

-本体 • AC アダプターに水をかけて洗わないでく 
ださい。（感電•故障の原因にな0まず。） 

お手入れ 

本体の巧れは、めるま湯か台所用洗剤に浸して、 
かたくしぼった柔らかい巧でふさとり、さらに乾 
いた巧でやさしくからぶきをしてください。（樹脂 
部分は強<こずらないで<ださい。傷つさの原因 
となることびありまず。） 

羽巧-前ガードの取0はずしかた 

本体の内部の羽根などのお手入れは、前ガードを 
取りはずして行ないまず。 

取りはずしかたは下の組み立てかたと逆の手順 
で行なってください。 


羽巧-前ガードの組み立てかた 

1. 羽根を取り付ける 

①あ根をモーター軸にはめ込む。 

※あ根のピン固定部とモーター軸根元の 
ピンを合わせ取り付ける。 

③羽根取付用スピンナーの巧をモーター軸の 
先端に合わせる。羽根を巧さえて、羽根取 
付用スピンナーを「左」に回してしっかり 
とあ根を締め付ける。 

2. 前ガードを取り付ける 

③ 後ガードにある4力所の凹部に、前ガード 
の凸部（表面にマークあり）を合わせて巧 
し込む。 

④ 止まるまでちに回して取り付ける。 



羽根(裏側） 

ピン 

f こ ^^ 

モー ター卽 

羽根のピン固定部と 

モーター軸根元のピンを合わせる 




前ガード羽根取付用スピンナー羽根 


モーター 卽リング 



























お手入れと保巧（つづを) 


A 警告 

羽根やガードを取り付けずに運面をしない。 

/- 

心ち意 

• ガードや羽根をしっかりと固定してか5 AC アダプターをコンセントに差し込む。 

• 羽根のエッジ等でけびをしないよう、十分にミち意ずる。 


巧巧のしかた 

•お手入れのあと、よく乾燥させてください。 •羽根をはずして収納ずる場合には、モーター軸に 

-ポ U 袋などをかぶせ、湿気のない場所に保をして 保護チューブを取り付けて保をしてください。 

<ださい。 

• お買い上げの商品び入っていた箱に入れて、保を 
する場合は4〜已ページの「組み立てかた」と 
逆の手順で分解してください。 


修埋-ヴービスを依賴する前に 


A 警告 

修埋技術者なかの人は分解したり修理をしない。 

r 故障かな？」 

と思つたとさには次の点をお調べください。 


を状 

まな原因 

処置 

羽根びまわ5ない 

-习习根び正しく取り付けられていな 
い 

-羽根びガードに当たっている 

羽根やガードを正しく取り付ける 
(12 ページ「あ根.前ガードの組 
み立てかた」参照） 

• AC アダプターびコンセントから 
抜けている 

AC アダプターをコンセントに差し 
込む 

• DC プラグび本体の DC ジャック 
から抜けている 

DC プラグを本体の DC ジャックに 
差し込む 

突然運転が止まる 

•切り忘れ防止機能（日ページ）び 
働いている 

本体または U モコンの [ の 電源ボタ 
ン]を巧して電源を入れる。 

運転時に大きな音びずる 

-习习根び正しく取り付けられていない 
-习习根びガードに当たっている 
-ガードび正し<取0付けられてい 
ない 

羽根やガードを正しく取り付ける 
(12 ページ「あ根.前ガードの組 
み立てかた」参照） 

-羽根取付用スピンナーびゆるんで 
いる 

羽根取付用スピンナーを締めつける 
(12 ページ「あ根.前ガードの組 
み立てかた」参照） 

リモコンから操作でをない 

- U モコンの電池び切れている 

新しい電池に交換ずる 

-コイン形 U チウム電池び逆に入っ 
ている 

コイン形 U チウム電池を正し<入れ 
る （6 ページ「電池を入れる」参照） 


長年ご使用の扇風機はよ<点検を 


このよラな巧がはあ0ませんか？ 

-電源コードや AC アダプターび異南に熱い。 

-電源コードを動かすと、通電したり、しなかったりする。 

-こげ臭いち]いびする。 

-その他の異常-故障がある。 


► このよラな症状のときは、事故防止のため、すぐに電源を切 
0、コンセントか5 AC アダプターを抜いて、必ず販売店 
またはドウシシヤサービスセンターに点検をご相談くださ 
い。 
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長期使用製品安全表示制度に基づ < 本体表示について 


(本化への表示内容） 

※経年劣化により発火•けび等の事故の発生び高まるおそれびあることをミ主意喚起するために 
電気用品安全法で義務付けられた■(下の内容の表示を本体に行っていまず。 


A 

[製造年](本体に西暦4巧で表示してあります） " 

[設計上の標準使用期間](本体に表示してあります） 

設計上の標準使用期間を超えて使用されますと経年劣化による発火•けび等 
のま故に至るおそれびあります。 

V 


(設計上の標を巧用巧巧とは） 

※下表の標準的な使用条件の下で使用した場合に、製造した年から安全上支障なく使用する 
ことびでさる標準的な期間です。 

※設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また、偶発的な故障を保証するをの 
でちありません。 


■ 標準ほ用亲件 <JIS C 9921-1 による> 


環境条件 

電圧 

AC 1 00 V 


周波数 

已 0 HZ /60 HZ 

温度 

30 °C 

湿度 

目已。/〇 

ミ八巧 

日又直 

標準設置 

製品の取扱説明書による 

負荷条件 


定格負荷(風速） 


規定時間 
など 

運転時間 

加/日 


運転回数 

已回/日 

運転日数 

11□曰/年 

スイッチ操作回数 

已已□回/年 

首振運転の割合 

100% 


参「経年劣化とは」 

長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。 
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